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私立大学図書館協会 研修分科会

第５回 レファレンス研修

「レファレンスと学修支援」

大学図書館支援機構(IAAL)                                      

寺尾 隆
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１．「レファレンスと学修支援」

２．事前課題プレゼン

３．レファレンス例題演習

４．グループ討議
「レファレンス、学修支援を

活性化するには」
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研修スケジュール

レファレンスの力は

学修支援に不可欠な能力
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レファレンス情報を共有し

個人プレーに頼るのではなく

チーム連携による

レファレンスを
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チームレファレンス
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なぜ

レファレンス情報を

共有する必要

があるのか
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レファレンスは

館内の様々なところで

発生している
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クイックレファレンスには

改善（カイゼン）のヒントが

含まれている
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レファレンス調査は

知らなかったことに出会い

スキルアップできる

チャンス
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↓
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講義、課題、レポート、卒論

↓

レファレンス情報

↓

学修支援に求められているもの
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レファレンス情報から
学内の様々な教育・研究活動や
利用者のニーズがわかる

↓

図書館から教員・学生への
学修支援の提案
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チームレファレンスによって
様々なバックグラウンドを持つ

メンバーから

有益な情報が集まる

可能性
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レファレンス情報の共有

• レファレンス記録の作成と共有

• チーム連携を意識して協働する

• 互いに教え合い、学び合う関係をつくる

• レファレンス協同データベースの活用
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http://crd.ndl.go.jp/

国立国会図書館を中心とするプロジェクト

参加対象：
学校、公共、大学、専門図書館

データベース：

レファレンス事例
調べ方マニュアル (パスファインダー)
特別コレクション

インターネットを通じて公開
13

レファレンス協同データベース事業
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図書館員が選んだ、おすすめレファレンスブック
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レファレンス調査に役立つウェブサイト
レファレンスに必要な力

人的資源

蔵書構成 デジタル化

レファレンス
協同データベース
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レファ協が持つ機能

• ローカルデータベース

• エキスパートシステム

• 図書館員研修システム

• 司書課程教育システム

• 調べ学習・情報教育教材
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レファ協による情報発信
↓

外部評価
↓

学内へのアピール

大学の広報に一役
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レファ協に参加するには

参加館一覧 https://goo.gl/SB0wtL
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http://crd.ndl.go.jp/jp/library/entry.html

グループ・ディスカッション

「レファレンス、学修支援を

活性化するには」
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